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太
平
洋
戦
争
の
中
、
日
本
国
民
は
総
力
を
挙
げ
て
戦
争
に
臨
ん
だ
。

「
億
も
の
人
間
を
総
動
員
さ
せ
る
た
め
に
は
、
そ
の
た
め
の
操
作
が

必
要
で
あ
っ
た
。
国
民
学
校
は
そ
の
実
施
機
関
と
し
て
設
立
さ
れ
た
。

国
民
学
校
で
は
何
が
行
わ
れ
、
ど
の
様
に
思
想
が
指
導
さ
れ
て
い
っ

た
の
だ
ろ
う
か
。

1

国
民
学
校
設
立
の
要
因

　
国
民
学
校
設
立
の
最
大
の
目
的
は
、
戦
争
に
役
立
つ
人
間
の
形
成

で
あ
っ
た
。
そ
れ
に
は
二
つ
の
要
素
、
天
皇
の
神
格
化
の
浸
透
と
、

絶
対
服
従
の
精
神
の
確
立
が
、
必
要
で
あ
っ
た
。

　
天
皇
の
絶
対
性
を
唱
え
た
「
国
体
」
を
日
本
全
体
に
広
め
る
き
っ

か
け
と
な
っ
た
の
は
大
逆
事
件
と
天
皇
機
関
説
で
あ
っ
た
。
昭
和
十

年
一
月
「
天
皇
機
関
説
」
問
題
は
、
天
皇
は
国
の
機
関
の
一
部
で
あ

り
、
そ
の
力
の
及
ぶ
範
囲
に
は
限
界
が
あ
る
、
と
す
る
美
濃
部
達
吉

の
主
張
と
、
天
皇
の
権
威
は
絶
対
で
あ
り
、
他
の
も
の
と
比
較
で
き

る
よ
う
な
も
の
で
は
な
い
、
と
す
る
上
杉
慎
吉
の
主
張
と
の
対
立
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ユ

あ
っ
た
。
（
『
昭
和
史
の
瞬
間
・
上
』
P
O
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2

　
こ
の
事
件
ま
で
は
、
国
体
の
思
想
を
中
心
と
し
た
「
天
皇
は
神
の

子
孫
で
あ
り
、
絶
対
不
可
侵
な
存
在
で
あ
る
」
と
い
っ
た
天
皇
主
義

に
立
つ
非
合
理
的
教
育
は
、
軍
隊
や
小
中
学
校
な
ど
の
民
衆
教
育
の

中
で
行
わ
れ
て
い
た
。
大
学
に
行
き
、
将
来
国
を
動
か
す
者
に
は
、

エ
リ
ー
ト
教
育
つ
ま
り
西
洋
の
合
理
主
義
を
学
ば
せ
る
、
と
い
う
明

治
時
代
よ
り
の
学
問
・
教
育
の
二
重
構
造
で
あ
っ
た
の
だ
。
（
『
総
力
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戦
体
制
と
教
育
　
皇
国
民
「
錬
成
」
の
理
念
と
実
践
』
P
1
1
）
し
か

し
、
こ
れ
を
改
め
て
、
天
皇
制
教
学
の
下
に
学
問
を
一
元
的
に
再
編

成
し
、
エ
リ
ー
ト
層
を
も
含
む
国
民
結
合
の
理
念
を
植
え
付
け
る
国

体
思
想
を
根
底
と
し
た
学
問
論
理
へ
の
作
り
替
え
を
必
要
と
し
た
。

天
皇
機
関
説
問
題
か
ら
、
国
体
明
徴
運
動
や
国
民
精
神
総
動
員
運
動

が
始
ま
り
、
天
皇
神
聖
視
は
天
皇
神
格
視
に
エ
ス
カ
レ
ー
ト
し
て
い

っ
た
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
こ
の
様
な
臣
民
教
育
は
頭
初
行
わ
れ
は
し
た
も
の
の
、

こ
れ
以
前
の
自
由
主
義
の
教
育
を
受
け
て
い
た
人
に
は
そ
れ
程
狂
信

的
に
は
浸
透
し
な
か
っ
た
。
そ
れ
ま
で
に
教
育
を
受
け
て
い
た
人
は
、

国
民
学
校
の
皇
民
化
教
育
も
教
育
思
想
の
】
種
と
し
て
考
え
る
こ
と

が
で
き
た
た
め
、
比
較
的
冷
静
で
い
ら
れ
た
か
ら
だ
。

　
し
か
し
、
明
治
末
期
に
は
、
大
逆
事
件
と
い
っ
た
、
そ
れ
ま
で
そ

の
存
在
を
否
定
す
る
者
の
無
か
っ
た
天
皇
に
対
し
て
、
初
め
て
そ
こ

に
触
れ
る
事
件
が
起
こ
り
、
昭
和
八
年
の
「
滝
川
事
件
」
で
大
学
な

ど
の
知
識
層
階
級
で
の
天
皇
へ
の
崇
拝
心
の
欠
如
を
政
府
が
知
り

（『

ｺ
和
史
の
瞬
間
・
上
』
P
7
9
）
、
そ
れ
に
続
く
昭
和
十
年
の
「
天
皇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

機
関
説
」
で
西
洋
の
自
由
主
義
の
影
響
に
よ
る
天
皇
の
地
位
の
低
下

を
危
ぶ
み
、
こ
の
様
に
天
皇
の
存
在
を
脅
か
す
者
を
出
す
ま
い
と
い

う
姿
勢
が
、
政
府
を
し
て
、
天
皇
へ
歯
向
か
う
よ
う
な
思
想
は
例
え

ど
れ
程
些
細
な
も
の
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
危
険
性
の
あ
る
も
の
を
も

含
め
て
排
除
を
す
る
よ
う
押
し
や
っ
た
。

　
ま
ず
、
最
初
に
目
を
付
け
ら
れ
た
の
が
、
マ
ル
ク
ス
主
義
、
社
会

主
義
で
あ
り
、
そ
の
う
ち
に
こ
れ
ら
の
思
想
を
生
み
出
す
温
床
に
な

る
と
し
て
、
そ
れ
ま
で
は
西
欧
合
理
主
義
と
し
て
学
ば
れ
て
い
た
個

人
主
義
や
民
主
主
義
を
信
奉
す
る
者
ま
で
も
が
、
政
府
に
よ
っ
て
検

挙
さ
れ
始
め
た
。
日
本
が
戦
争
へ
突
入
す
る
際
、
必
ず
し
も
国
民
全

体
が
賛
成
を
し
て
喜
ん
だ
わ
け
で
は
無
か
っ
た
。
明
治
の
開
国
以
来
、

日
本
を
西
洋
の
国
々
に
負
け
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
に
、
急
激
に
入

っ
て
き
た
西
洋
の
合
理
的
な
思
想
を
吸
収
し
て
い
っ
た
者
た
ち
は
、

西
洋
と
日
本
と
の
力
の
差
を
身
に
染
み
て
感
じ
て
お
り
、
そ
の
列
強

の
国
々
と
戦
争
を
す
る
こ
と
の
愚
か
さ
を
感
じ
て
い
た
た
め
、
国
民

の
多
く
は
戦
争
に
は
反
対
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
彼
等
の
反
対
の
声

は
団
結
し
た
も
の
で
は
な
く
、
分
散
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
た
め
戦
争

を
進
め
る
軍
部
が
力
を
持
っ
て
し
ま
っ
た
政
府
は
、
彼
等
を
個
々
に

撃
退
す
る
こ
と
が
で
き
（
『
昭
和
史
の
瞬
間
・
上
』
P
8
3
）
、
結
局
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

反
対
を
唱
え
る
も
の
は
力
を
失
い
、
天
皇
崇
拝
を
中
心
と
し
た
国
体

の
思
想
に
呑
み
込
ま
れ
て
い
っ
た
。

　
昭
和
初
期
、
天
皇
崇
拝
の
思
想
が
、
人
々
に
浸
透
し
て
い
っ
た
の

に
は
理
由
が
あ
っ
た
。
そ
の
一
つ
は
、
西
欧
思
想
へ
の
信
頼
感
の
喪

失
だ
っ
た
。
明
治
開
国
以
来
、
日
本
に
は
様
々
な
思
想
が
入
っ
て
き

た
が
、
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
i
・
民
主
主
義
・
個
人
主
義
・
人
道
主
義
・
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自
由
主
義
は
、
人
々
に
自
由
の
精
神
を
教
え
た
が
、
同
時
に
自
由
す

ぎ
る
世
界
は
個
人
個
人
に
そ
れ
ぞ
れ
の
生
き
て
い
く
上
で
の
指
針
を

み
つ
け
る
こ
と
を
要
求
し
た
（
『
大
正
・
昭
和
教
育
の
天
皇
制
イ
デ
オ

ロ
ギ
ー
1
』
P
2
2
）
。
し
か
し
、
自
分
で
人
生
に
統
一
さ
れ
た
指
針
を

見
つ
け
る
こ
と
の
で
き
な
い
者
は
混
乱
し
た
。
そ
の
よ
う
な
思
想
は
、

文
明
の
遅
れ
て
い
た
日
本
が
西
欧
に
追
い
つ
く
た
め
の
動
機
と
し
て

役
立
っ
た
が
、
日
本
人
の
他
人
志
向
型
の
思
想
に
西
欧
の
個
人
主
義

は
馴
染
ま
ず
、
人
々
は
混
乱
を
き
た
し
た
。

　
も
う
一
つ
は
、
国
政
の
不
安
で
あ
る
。
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
に
よ

っ
て
、
そ
れ
ま
で
の
藩
閥
内
閣
か
ら
、
政
党
内
閣
の
誕
生
に
よ
り
議

会
の
地
位
は
上
が
り
、
発
言
力
は
増
し
た
。
藩
閥
官
僚
勢
力
が
体
制

内
で
占
め
た
地
位
を
政
党
が
奪
い
取
っ
た
。
政
党
内
閣
は
普
通
選
挙

法
や
労
働
者
へ
の
権
利
の
保
障
な
ど
に
よ
っ
て
、
民
衆
の
支
持
を
得

て
い
た
が
、
一
方
で
治
安
維
持
法
に
よ
る
政
治
的
活
動
の
拘
束
を
行

い
、
他
方
で
は
労
働
者
を
保
護
す
る
法
令
の
制
定
、
農
民
の
耕
作
権

の
保
護
を
す
る
小
作
法
の
制
定
を
し
な
か
っ
た
。
世
界
大
恐
慌
に
よ

る
国
内
の
不
況
の
際
に
、
中
流
階
級
の
民
衆
の
要
望
に
沿
っ
た
対
策

が
と
れ
な
か
っ
た
た
め
に
、
内
閣
に
対
す
る
国
民
の
信
頼
は
失
わ
れ

た
。
こ
の
様
に
民
衆
は
行
く
先
が
見
え
ず
、
将
来
に
不
安
を
抱
い
て

い
る
と
き
に
、
天
皇
へ
の
忠
誠
を
絶
対
的
な
も
の
と
し
た
国
体
の
思

想
が
進
出
し
て
き
て
、
民
衆
の
心
を
捕
ら
え
得
て
い
く
こ
と
に
な
っ

た
。　

天
皇
神
格
化
の
起
源
は
、
明
治
時
代
か
ら
あ
っ
た
。
明
治
憲
法
を

作
る
際
、
起
草
者
井
上
毅
は
、
ま
ず
第
一
に
日
本
を
現
状
の
「
後
進

国
」
か
ら
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
負
け
な
い
く
ら
い
の
「
文
明
先
進
国
」
に

す
る
の
を
実
現
さ
せ
る
こ
と
が
重
要
だ
と
考
え
た
。
背
景
に
は
、
明

治
の
開
国
以
来
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
国
国
と
の
不
平
等
な
条
約
が
あ

り
、
日
本
と
し
て
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
国
々
に
負
け
な
い
ほ
ど
の
力
を

持
ち
、
何
と
し
て
も
こ
れ
ら
の
条
約
を
破
棄
し
た
い
と
い
う
事
情
が

あ
っ
た
か
ら
だ
。
国
力
を
上
げ
る
た
め
に
は
国
民
が
総
力
を
挙
げ
て

努
力
す
る
必
要
が
あ
る
。
西
欧
の
国
々
の
国
力
が
強
く
維
持
さ
れ
て

い
る
の
は
国
民
が
愛
国
心
に
あ
ふ
れ
、
団
結
し
て
い
る
か
ら
で
あ
り
、

そ
れ
に
は
キ
リ
ス
ト
教
の
存
在
が
非
常
に
大
き
な
力
を
持
っ
て
い
る

こ
と
を
学
ん
だ
井
上
毅
は
、
国
民
の
志
気
を
高
め
る
た
め
に
、
日
本

に
お
い
て
も
同
様
の
存
在
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
た
。
日
本
に
お
い

て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
キ
リ
ス
ト
教
に
変
わ
る
も
の
と
は
何
か
を
問
う

た
結
果
、
天
皇
に
そ
の
役
割
が
あ
て
ら
れ
た
。
天
皇
は
万
世
一
系
で

あ
り
、
日
本
で
は
外
国
の
侵
入
を
歴
史
上
に
お
い
て
許
し
て
い
な
い

と
教
え
ら
れ
て
い
た
た
め
、
絶
対
的
存
在
と
し
て
掲
げ
易
い
と
考
え

ら
れ
た
の
だ
。
キ
リ
ス
ト
教
の
神
の
よ
う
な
絶
対
的
な
対
象
と
な
る

た
め
に
は
、
天
皇
が
完
壁
な
存
在
で
い
る
必
要
が
あ
る
。
そ
こ
で
、

天
皇
へ
の
神
格
化
を
進
め
、
日
本
国
の
優
位
性
を
唱
え
、
そ
の
結
果
、
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西
欧
の
強
国
に
負
け
な
い
よ
う
な
国
作
り
を
し
て
い
く
事
を
目
指
し

た
の
で
あ
る
。
（
『
昭
和
戦
争
期
の
国
民
学
校
』
P
1
8
）
。
井
上
毅
は
、

天
皇
の
家
系
の
正
当
性
を
強
調
す
る
た
め
に
、
古
事
記
を
拠
点
と
し

た
神
道
を
利
用
し
た
。
神
道
を
ほ
か
の
宗
教
、
仏
教
や
キ
リ
ス
ト
教

と
は
、
全
く
別
の
存
在
の
も
の
と
し
て
扱
っ
た
の
で
あ
る
。

2
　
人
間
資
源
論

　
次
に
国
民
学
校
設
立
の
第
二
の
目
的
で
あ
る
、
戦
争
に
有
用
な
人

間
の
育
成
に
つ
い
て
み
る
。

　
総
戦
力
下
の
人
間
育
成
の
目
的
は
、
国
民
を
国
家
の
た
め
に
い
か

に
役
立
て
る
か
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
意
思
な
ど
問
題

で
は
な
か
っ
た
。
国
民
は
資
源
で
あ
る
と
い
う
「
人
間
資
源
論
」
が

総
力
戦
下
に
お
け
る
国
家
総
動
員
体
制
の
根
拠
と
な
っ
た
。
人
間
資

源
論
と
は
、
人
間
を
量
と
能
力
に
お
い
て
捕
ら
え
、
そ
の
動
員
や
配

置
を
問
題
に
す
る
理
論
で
、
総
力
戦
の
要
求
す
る
資
質
の
み
を
目
指

し
て
教
育
を
実
行
す
る
こ
と
を
提
案
し
た
。
「
人
間
資
源
論
」
の
著

者
・
美
濃
口
時
次
郎
は
、
総
力
戦
の
人
員
と
し
て
必
要
と
さ
れ
る
「
資

源
」
と
は
「
優
秀
な
る
国
防
力
」
「
新
た
な
る
産
業
の
要
求
」
に
適
応

す
る
能
力
で
、
そ
の
育
成
が
必
要
で
あ
り
、
そ
の
基
本
と
な
る
要
件

と
は
、
一
必
要
量
の
人
口
の
確
保
、
二
身
体
の
強
健
、
三
精
神
力
及

び
技
術
的
能
力
、
四
人
的
資
源
の
適
当
な
る
運
用
・
配
置
方
策
、
の

以
上
四
つ
で
あ
っ
た
（
『
総
力
戦
体
制
と
教
育
　
皇
国
民
「
錬
成
」
の

理
念
と
実
践
』
P
6
・
美
濃
口
時
次
郎
『
改
訂
増
補
人
間
資
源
論
』

参
照
）
。
戦
争
が
要
求
す
る
高
度
の
軍
事
力
、
労
働
力
を
支
え
る
身
体

的
・
科
学
的
技
術
能
力
の
育
成
は
、
理
論
だ
け
に
任
せ
て
い
て
は
効

率
が
悪
く
、
国
体
や
日
本
精
神
を
核
と
す
る
道
徳
と
深
く
結
び
付
く

こ
と
が
絶
対
条
件
で
あ
り
、
何
か
精
神
的
に
す
が
る
も
の
の
存
在
が

育
成
に
は
必
要
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
た
。
そ
れ
ま
で
の
教
育
勅
語
の
、

個
人
的
・
社
会
的
レ
ベ
ル
の
指
針
だ
け
で
は
、
国
家
総
動
員
で
戦
争

に
立
ち
向
か
う
た
め
に
は
完
壁
で
は
な
い
と
考
え
た
政
府
は
、
総
力

戦
に
道
徳
的
な
価
値
を
持
た
せ
る
た
め
に
、
超
個
人
的
・
超
歴
史
的

レ
ベ
ル
の
指
針
を
打
ち
出
す
こ
と
と
し
た
。

　
昭
和
十
年
に
始
ま
る
「
国
体
明
徴
」
運
動
と
そ
れ
に
続
く
『
国
体

の
本
義
』
（
昭
和
十
二
年
）
『
臣
民
の
道
』
（
昭
和
十
六
年
）
の
編
纂
、

こ
こ
で
登
場
す
る
「
八
紘
一
宇
」
、
「
肇
国
の
精
神
」
と
い
っ
た
ス
ロ

ー
ガ
ン
が
国
家
総
動
員
の
た
め
の
指
針
と
な
っ
た
。
（
『
昭
和
思
想
集

　
　
　
　
　
　
　

H
』
P
1
5
1
・
5
）
「
私
」
を
否
定
し
、
「
立
身
出
世
主
義
的
処
世
観

　
　
　
　
　
　
1

の
否
定
」
（
『
臣
民
の
道
』
）
を
し
、
私
生
活
の
す
べ
て
を
「
公
」
（
”

国
家
）
の
た
め
に
生
き
て
、
国
家
よ
り
離
れ
て
生
き
る
こ
と
な
ど
無

い
と
す
る
、
「
滅
私
奉
公
」
の
名
の
下
に
生
き
る
こ
と
が
人
間
資
源
論

の
前
提
で
あ
っ
た
。
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天
皇
制
を
い
た
だ
く
日
本
型
総
力
戦
に
あ
っ
て
は
、
人
間
資
源
論

は
こ
の
よ
う
な
道
徳
と
一
緒
に
な
っ
て
初
め
て
機
能
す
る
も
の
で
、

国
体
や
日
本
精
神
も
「
資
源
」
の
｝
部
と
し
て
み
ら
れ
、
今
度
は
そ

の
体
得
無
し
に
は
資
源
と
し
て
の
人
間
の
資
格
を
得
る
こ
と
が
出
来

な
く
な
る
と
ま
で
考
え
ら
れ
た
。
総
力
戦
を
担
う
に
足
る
道
徳
的
主

体
の
確
立
が
人
的
資
源
の
前
提
で
あ
り
、
こ
れ
が
あ
っ
て
こ
そ
有
用

な
資
源
と
は
何
か
が
は
っ
き
り
す
る
の
で
あ
っ
た
。

　
こ
れ
は
、
い
わ
ゆ
る
西
欧
的
個
人
主
義
を
否
定
す
る
も
の
で
あ
っ

た
。
こ
の
よ
う
な
立
場
は
、
一
見
個
人
主
義
に
対
し
て
の
全
体
主
義

で
あ
る
よ
う
に
見
え
る
が
、
全
体
主
義
と
は
、
「
全
体
の
た
め
に
己
の

部
分
を
殺
す
こ
と
」
で
あ
る
一
方
、
日
本
独
自
の
全
体
主
義
で
あ
る

「
皇
道
主
義
」
は
「
己
の
部
分
は
そ
の
ま
ま
で
十
分
に
生
か
す
こ
と
」

に
よ
っ
て
全
体
と
部
分
が
対
立
す
る
事
な
く
共
存
し
、
最
終
的
に
主

の
下
に
統
一
さ
れ
る
、
と
い
っ
た
も
の
で
あ
り
、
ド
イ
ツ
の
全
体
主

義
と
は
大
き
く
異
な
る
も
の
で
あ
っ
た
。
（
『
小
国
民
練
成
の
心
理
』

P
2
6
）

3

国
民
学
校
令
の
施
行

　
国
民
学
校
令
の
成
立
は
、
学
制
改
革
か
ら
始
ま
っ
た
。
学
制
改
革

の
取
組
の
声
は
、
民
間
団
体
を
中
心
と
し
て
大
正
期
後
半
か
ら
高
ま

り
、
そ
れ
に
伴
っ
て
文
政
審
議
会
（
大
正
十
四
年
）
が
発
足
し
た
（
『
昭

和
戦
争
期
の
国
民
学
校
』
P
1
6
）
。
そ
の
後
学
生
思
想
問
題
、
満
州

事
変
（
昭
和
六
年
）
を
機
に
高
ま
っ
た
「
非
常
時
」
の
ス
ロ
ー
ガ
ン

の
下
で
、
学
問
・
教
育
の
再
編
を
考
え
る
「
教
学
刷
新
」
の
理
論
の

実
行
が
思
案
さ
れ
る
。

　
昭
和
初
期
学
生
思
想
問
題
は
、
国
家
の
指
導
層
と
な
る
学
生
が
「
国

家
と
相
容
れ
ざ
る
の
思
想
」
に
感
染
す
る
と
い
う
事
で
、
政
府
に
深

刻
な
危
機
意
識
を
も
た
ら
し
、
政
府
は
学
生
思
想
対
策
を
強
化
し
、

「
学
生
思
想
問
題
調
査
委
員
会
」
を
発
足
さ
せ
る
。
学
生
の
思
想
問
題

の
原
因
を
、
「
国
体
観
念
に
対
す
る
教
育
の
不
徹
底
」
、
学
生
や
知
識

階
級
の
一
般
的
思
想
傾
向
で
あ
る
個
入
主
義
、
自
由
主
義
こ
そ
が
「
危

機
思
想
の
苗
床
」
（
文
部
省
委
員
・
学
生
部
長
・
伊
東
延
吉
）
と
し
、

天
皇
機
関
説
事
件
（
昭
和
十
年
）
を
契
機
に
国
体
明
徴
運
動
が
起
こ

る
と
同
時
に
、
教
学
刷
新
運
動
が
行
わ
れ
、
学
問
・
教
育
全
般
の
再

編
へ
向
か
い
だ
し
た
。
教
学
刷
新
評
議
会
を
引
き
継
ぎ
、
国
体
の
本

義
を
一
層
徹
底
さ
せ
る
必
要
か
ら
教
育
審
議
会
（
昭
和
十
二
年
）
が

内
閣
に
設
置
さ
れ
る
。
こ
の
頃
経
済
恐
慌
に
よ
る
国
内
の
不
満
、
矛

盾
な
ど
日
本
の
資
本
主
義
へ
の
不
満
を
、
対
外
的
な
侵
略
の
方
向
に

そ
ら
せ
て
い
く
た
め
の
戦
争
拡
大
政
策
が
軍
部
で
は
取
ら
れ
て
お

り
、
そ
れ
に
沿
っ
て
、
い
か
に
教
育
を
再
編
し
て
い
く
か
が
焦
点
と

な
っ
た
。
第
1
0
回
総
会
（
昭
和
十
三
年
）
に
お
い
て
、
「
国
民
学
校
、
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師
範
学
校
及
幼
稚
園
二
関
ス
ル
件
答
申
」
が
可
決
さ
れ
（
『
昭
和
戦
争

期
の
国
民
学
校
』
P
1
9
）
、
教
科
の
改
訂
（
新
教
科
）
な
ど
の
改
革

案
が
決
定
さ
れ
て
、
文
部
省
、
ほ
か
の
省
庁
や
大
政
翼
賛
会
等
、
全

国
民
を
対
象
と
す
る
国
家
レ
ベ
ル
で
「
錬
成
体
制
」
が
機
構
的
に
確

立
す
る
。
大
東
亜
戦
争
勃
発
後
、
前
線
と
銃
後
の
一
般
市
民
と
を
区

別
な
く
、
国
家
総
力
戦
と
し
て
の
戦
い
を
行
う
た
め
、
同
年
『
戦
陣

訓
』
（
陸
軍
省
）
　
『
臣
民
の
道
』
（
文
部
省
教
学
局
）
な
ど
で
、
戦
時

下
国
民
生
活
の
望
ま
し
い
在
り
方
が
明
確
に
さ
れ
公
布
さ
れ
た
。
こ

の
よ
う
な
流
れ
の
中
、
昭
和
十
六
年
、
国
民
学
校
令
が
制
定
さ
れ
る

こ
と
と
な
る
。

　
国
民
学
校
の
発
足
は
、
「
泥
沼
の
よ
う
な
日
中
戦
争
の
継
続
、
日
独

伊
の
同
盟
、
侵
略
戦
争
の
拡
大
強
化
、
大
東
亜
新
秩
序
の
建
設
と
国

防
国
家
体
制
の
完
成
」
（
『
昭
和
教
育
史
・
上
・
戦
前
戦
時
下
編
』
P

ユ7
）
の
よ
う
な
状
況
の
基
で
、
国
民
生
活
は
食
糧
不
足
、
生
活
必
需
品

　の
欠
乏
、
召
集
と
動
員
に
あ
え
ぎ
、
そ
の
上
、
太
平
洋
戦
争
の
開
始

と
い
う
更
な
る
深
刻
な
事
態
に
向
け
て
、
政
府
は
国
民
を
絶
対
的
な

る
服
従
の
精
神
を
植
え
付
け
た
「
臣
民
」
に
鍛
え
直
す
必
要
が
あ
っ

た
か
ら
で
あ
る
。

　
国
民
教
育
の
た
め
に
国
民
学
校
は
建
設
さ
れ
た
。
「
三
つ
子
の
魂
百

ま
で
」
と
、
ま
だ
知
識
の
入
り
込
ん
で
い
な
い
子
供
達
の
心
と
体
に
、

教
育
勅
語
の
「
皇
国
の
道
」
を
植
え
付
け
る
こ
と
が
唯
一
絶
対
の
目

的
で
あ
っ
た
。
「
皇
国
の
道
」
と
は
、
明
治
以
来
日
本
の
教
育
だ
け
で

は
な
く
、
道
徳
的
基
盤
で
も
あ
っ
た
教
育
勅
語
の
中
の
「
　
の
道
」

の
同
意
義
で
あ
り
（
『
国
民
学
校
案
規
則
』
）
、
つ
ま
り
は
、
「
皇
運
扶

翼
ノ
道
」
の
こ
と
で
、
日
本
を
発
展
さ
せ
る
た
め
民
が
力
を
惜
し
む

事
な
く
注
ぐ
こ
と
を
示
し
た
（
『
昭
和
教
育
史
上
・
戦
前
戦
時
下
編
』

P
O
7
）
。
国
民
学
校
で
、
児
童
に
教
え
ら
れ
た
こ
と
は
、
当
然
そ
れ

　
ヨ

そ
れ
の
家
庭
に
持
ち
込
ま
れ
る
こ
と
と
な
り
、
最
終
的
に
は
そ
の
地

域
の
民
す
べ
て
に
広
が
る
こ
と
と
な
る
た
め
、
国
民
を
新
た
に
洗
脳

す
る
そ
の
源
の
機
関
は
学
校
と
な
る
。
ゆ
え
に
国
民
学
校
制
定
事
業

は
慎
重
に
行
わ
れ
た
。
昭
和
十
六
年
に
文
部
省
よ
り
発
布
さ
れ
た
「
国

民
学
校
令
」
は
、
す
べ
て
が
国
民
再
教
育
に
集
約
さ
れ
て
い
る
。

　
国
民
学
校
発
足
に
伴
っ
て
様
々
な
教
育
学
者
が
国
民
学
校
の
本
旨

に
関
す
る
本
を
書
き
始
め
た
。
国
体
に
関
す
る
報
道
は
民
間
の
方
が

早
く
諸
説
が
流
れ
て
し
ま
っ
た
た
め
（
『
国
民
学
校
の
研
究
』
P
捌
）
、

国
民
の
思
想
を
正
し
く
統
制
す
る
た
め
に
政
府
は
基
本
方
針
を
定
め

た
「
文
部
省
・
国
民
学
校
教
則
案
説
明
要
領
」
を
発
布
し
た
。
こ
の

中
身
は
、
国
民
を
国
に
と
っ
て
有
効
な
人
間
に
養
成
し
て
い
こ
う
と

い
う
思
想
に
終
始
一
貫
し
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
は
辛
う
じ
て
見
ら
れ

て
い
た
、
本
音
を
隠
す
よ
う
な
細
工
も
も
は
や
見
ら
れ
な
く
な
っ
て

い
る
。

　
国
民
学
校
例
・
第
一
章
に
は
、
そ
の
目
的
と
し
て
「
第
一
条
・
国
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民
学
校
ハ
皇
国
ノ
道
二
則
リ
初
等
普
通
科
教
育
ヲ
施
シ
基
礎
的
錬
成

ヲ
為
ス
ヲ
以
テ
目
的
ト
ス
」
と
、
明
確
に
そ
の
意
味
が
の
べ
ら
れ
て

い
る
が
、
戦
時
下
の
日
本
で
度
々
使
わ
れ
て
い
た
、
「
錬
成
」
と
い
う

言
葉
が
正
式
に
用
い
ら
れ
た
の
は
こ
こ
か
ら
で
、
以
後
錬
成
と
い
う

言
葉
は
、
国
民
へ
の
資
質
の
要
求
が
多
く
な
る
に
つ
れ
益
々
と
そ
の

使
用
が
増
え
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
国
民
学
校
の
最
大
の
改
革
は
「
第

三
条
・
初
等
科
ノ
授
業
年
限
ハ
六
年
ト
シ
高
等
科
ノ
授
業
年
限
ハ
ニ

年
ト
ス
」
と
い
っ
た
、
義
務
教
育
の
年
限
の
延
長
で
あ
っ
た
。
義
務

教
育
の
延
長
案
は
、
こ
れ
が
初
め
て
で
は
な
く
、
昭
和
十
二
年
に
も

審
議
さ
れ
て
い
た
（
『
昭
和
教
育
史
上
・
戦
前
戦
時
下
編
』
P
7
6
）
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2

し
か
し
、
費
用
が
か
か
り
過
ぎ
る
と
い
っ
た
理
由
で
却
下
さ
れ
て
し

ま
っ
た
。
そ
れ
が
、
戦
時
下
と
い
う
非
常
時
に
実
行
さ
れ
た
の
は
、

戦
闘
に
適
し
た
能
力
を
将
来
兵
士
と
な
る
児
童
た
ち
に
、
最
低
限
必

要
な
能
力
を
教
え
込
む
た
め
に
は
そ
れ
ま
で
の
六
年
間
の
義
務
教
育

で
は
授
業
時
間
が
不
足
し
て
し
ま
い
無
理
が
出
て
き
た
か
ら
で
あ

る
。
日
本
国
民
と
ア
メ
リ
カ
そ
の
他
外
国
と
の
兵
士
の
能
力
の
差
は

著
し
い
も
の
が
あ
っ
た
。
特
に
必
要
と
さ
れ
て
い
た
の
は
科
学
的
思

考
力
で
あ
っ
た
。
そ
の
頃
の
日
本
で
は
、
教
育
勅
語
等
に
お
け
る
神

話
な
ど
に
見
ら
れ
る
非
合
理
主
義
的
な
思
想
が
広
ま
っ
て
お
り
、
科

学
の
教
育
は
日
本
人
と
し
て
の
考
え
方
を
害
す
る
も
の
と
し
て
余
り

尊
重
さ
れ
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、
多
く
の
日
本
兵
士
は
自
動
車
の

運
転
す
ら
す
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
。
戦
争
に
お
い
て
は
科
学
の

知
識
が
そ
の
勝
敗
を
圧
倒
的
に
左
右
す
る
中
で
、
政
府
は
早
急
に
日

本
人
の
科
学
的
思
考
を
向
上
さ
せ
る
よ
う
な
手
段
を
投
じ
な
け
れ
ば

な
ら
な
か
っ
た
。
そ
の
他
に
も
国
民
の
不
満
の
矛
先
を
別
の
方
向
に

向
け
さ
せ
る
た
め
の
教
育
、
日
本
人
の
愛
国
心
を
刺
激
し
、
不
満
そ

の
も
の
を
封
じ
込
め
る
教
育
を
す
る
た
め
に
、
義
務
教
育
の
延
長
は

必
要
な
も
の
で
あ
っ
た
。
「
百
年
戦
争
」
の
心
構
え
の
あ
っ
た
軍
に
支

配
さ
れ
て
い
た
政
府
は
、
多
額
の
予
算
を
回
し
て
で
も
国
民
を
利
用

価
値
の
高
い
も
の
に
す
る
た
め
に
、
戦
争
に
必
要
な
資
質
を
教
育
す

る
必
要
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
義
務
教
育
の
延
長
と
共
に
、
教
育
科

目
の
改
革
も
行
わ
れ
た
。
文
部
省
発
行
『
文
部
省
・
国
民
学
校
教
則

案
説
明
要
領
』
に
よ
る
と
、
初
等
国
民
学
校
の
教
育
科
目
は
「
統
合

教
授
」
の
名
の
下
に
、
大
き
く
五
つ
の
科
目
に
定
め
ら
れ
た
。
国
民

学
校
令
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ま
で
の
十
一
科
目
が
、
国
民
科
、
体
練
科
、

理
数
科
、
芸
術
科
、
実
業
科
、
の
五
つ
に
改
め
ら
れ
た
。
「
総
合
教
授
」

と
は
、
日
本
国
を
発
展
さ
せ
る
た
め
に
必
要
な
国
民
の
資
質
を
五
つ

取
り
上
げ
、
そ
の
五
つ
の
資
質
の
も
と
に
科
目
を
統
合
し
て
、
無
駄

な
く
国
民
を
教
育
し
て
い
こ
う
と
す
る
方
法
で
、
こ
こ
に
人
々
の
行

う
こ
と
は
す
べ
て
国
家
の
た
め
に
帰
す
る
こ
と
が
望
ま
れ
て
い
る
と

い
う
人
間
資
源
論
の
精
神
が
如
実
に
現
れ
て
い
る
。
　
こ
の
改
革
は
、

迫
り
来
る
戦
争
に
対
す
る
国
民
の
不
満
を
噴
出
さ
せ
な
い
よ
う
に
、
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国
民
を
天
皇
と
い
う
絶
対
的
な
シ
ン
ボ
ル
の
下
に
統
合
す
る
た
め

に
、
そ
れ
ま
で
そ
の
役
割
を
担
っ
て
い
た
教
育
勅
語
の
精
神
を
よ
り

一
層
強
化
し
た
も
の
だ
っ
た
。
そ
の
た
め
に
国
民
学
校
令
の
中
に
は

「
醇
化
」
と
、
国
民
精
神
を
純
粋
に
す
る
こ
と
が
何
度
も
い
わ
れ
て
い

る
。
国
民
学
校
令
に
新
た
に
定
め
ら
れ
た
五
つ
の
科
目
は
、
学
問
上

の
分
類
か
ら
生
ま
れ
た
の
で
は
な
く
、
そ
の
よ
う
な
精
神
の
も
と
に
、

国
民
に
必
要
な
要
素
を
養
成
す
る
た
め
の
科
目
を
生
み
出
し
た
に
す

ぎ
な
い
。
し
か
し
、
こ
の
「
総
合
教
授
」
と
い
う
考
え
方
は
、
も
と

も
と
は
余
り
学
問
に
縛
ら
れ
ず
児
童
一
人
一
人
の
個
性
を
伸
ば
せ
る

よ
う
に
、
学
校
で
行
う
際
の
学
問
に
自
由
の
幅
を
持
た
せ
る
た
め
に

生
み
出
さ
れ
た
考
え
で
、
私
を
滅
し
、
国
家
の
た
め
に
奉
仕
す
る
国

民
総
動
員
の
考
え
方
と
は
根
本
的
に
矛
盾
し
た
も
の
だ
っ
た
の
で
あ

る
。

4

儀
式
・
行
事
に
よ
る
錬
成

　
国
民
を
愛
国
心
を
持
ち
、
国
の
た
め
な
ら
命
も
惜
し
く
な
い
ほ
ど

の
、
政
府
が
望
む
「
臣
民
」
に
育
て
上
げ
る
た
め
に
は
、
「
教
科
」
編

成
に
よ
る
机
上
の
論
理
の
み
で
は
完
全
と
は
い
え
な
い
。
頭
で
考
え

て
行
動
す
る
の
で
は
な
く
、
条
件
反
射
の
よ
う
に
体
が
自
然
と
反
応

す
る
よ
う
に
し
て
完
全
な
も
の
と
な
る
の
だ
。
そ
こ
で
政
府
は
、
「
教

科
」
に
お
け
る
教
育
と
同
様
に
、
学
校
で
の
行
事
・
儀
式
に
よ
る
心

の
教
育
も
重
視
し
た
（
『
大
正
・
昭
和
教
育
の
天
皇
制
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー

1
』
P
2
8
）
。

　
国
家
や
祖
国
の
観
念
を
人
々
に
、
遍
く
浸
透
さ
せ
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
、
儀
式
と
行
事
は
、
目
に
見
え
な
い
国
家
と
い
う
抽
象
的
な

概
念
を
具
体
的
に
表
現
し
、
人
々
の
心
に
分
か
り
や
す
く
入
り
込
ま

せ
る
た
め
の
重
要
な
役
割
を
担
う
も
の
で
あ
っ
た
。
儀
式
の
持
つ
機

能
は
大
ま
か
に
分
け
て
、
一
天
皇
へ
の
崇
拝
の
念
の
向
上
、
二
愛
国

心
の
向
上
、
三
団
体
行
動
の
訓
練
、
以
上
三
つ
に
分
け
る
こ
と
が
で

き
る
。
子
供
達
を
鍛
え
る
、
い
わ
ゆ
る
「
錬
成
」
の
精
神
に
の
っ
と

り
、
鍛
え
る
目
的
は
、
先
進
諸
国
に
比
べ
て
遅
れ
た
知
識
を
急
速
に

吸
収
し
、
彼
等
に
追
い
つ
く
た
め
に
自
然
と
取
り
入
れ
ら
れ
た
明
治

以
来
の
知
識
偏
重
主
義
と
、
そ
の
結
果
起
こ
っ
た
天
皇
へ
の
反
抗
心
、

反
服
従
の
精
神
を
否
定
し
、
そ
れ
に
代
わ
っ
て
、
頭
に
で
は
な
く
体

に
訓
練
し
て
覚
え
込
ま
せ
て
、
皇
国
民
と
し
て
相
応
し
い
精
神
を
植

え
付
け
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
れ
は
、
「
一
死
奉
公
国
に
尽
す
」

論
理
に
よ
っ
て
、
個
人
が
己
の
欲
す
る
要
求
か
ら
、
そ
の
欲
求
を
押

し
と
ど
め
て
皇
国
の
た
め
に
自
発
的
に
行
動
す
る
段
階
に
ま
で
成
長

す
る
こ
と
が
最
終
段
階
で
あ
っ
た
（
『
大
正
・
昭
和
教
育
の
天
皇
制
イ

デ
オ
ロ
ギ
ー
1
』
P
4
3
）
。
学
校
は
国
民
の
精
神
を
根
元
か
ら
養
成
す

　
　
　
　
　
　
　
2

る
た
め
に
最
適
の
、
そ
し
て
唯
】
の
機
関
で
あ
っ
た
。
教
育
の
編
成
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を
目
論
ん
だ
、
国
民
学
校
施
行
規
則
・
第
一
条
・
第
六
項
に
は
「
儀

式
・
学
校
行
事
ヲ
重
ン
ジ
教
科
ト
併
セ
一
体
ト
シ
テ
教
育
上
ノ
実
ヲ

上
グ
ル
ニ
カ
ム
ベ
シ
」
と
明
示
さ
れ
て
い
る
。
目
標
と
し
て
掲
げ
ら

れ
た
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
「
皇
国
民
の
錬
成
」
で
あ
り
、
「
独
リ
教
科
ノ
ミ

ナ
ラ
ズ
教
科
過
程
外
ノ
儀
式
行
事
等
モ
併
セ
、
一
体
ト
シ
テ
学
校
生

活
ヲ
揚
ゲ
テ
国
民
錬
成
ノ
実
ヲ
収
メ
ン
コ
ト
」
（
『
国
民
学
校
令
並
ビ

ニ
国
民
学
校
令
施
行
規
則
制
定
ノ
要
旨
』
昭
和
十
六
年
文
部
省
訓
令
）

と
さ
れ
た
。

　
も
と
よ
り
、
勝
ち
目
の
な
か
っ
た
戦
い
で
は
あ
っ
た
が
、
国
民
の

不
満
を
抑
え
、
戦
闘
意
識
を
高
め
る
た
め
に
戦
闘
状
況
の
よ
り
厳
し

く
な
っ
て
き
た
昭
和
十
五
年
か
ら
昭
和
二
十
年
の
終
戦
ま
で
が
学
校

行
事
の
全
盛
期
で
あ
っ
た
。
興
亜
奉
公
日
・
大
詔
奉
戴
式
と
い
っ
た

直
接
戦
争
を
賛
美
す
る
行
事
が
設
定
さ
れ
、
逆
に
、
戦
争
意
識
高
揚

を
妨
げ
る
よ
う
な
行
事
は
規
制
も
し
く
は
廃
止
さ
れ
る
こ
と
と
な

る
。
そ
の
上
、
そ
れ
ま
で
行
わ
れ
て
い
た
、
ご
く
日
常
的
な
行
事
で

あ
る
、
朝
会
、
運
動
会
ら
も
次
第
に
軍
国
主
義
の
匂
い
の
す
る
も
の

へ
と
変
貌
し
て
い
っ
た
。
運
動
会
の
騎
馬
戦
の
よ
う
な
も
の
を
戦
争

に
見
立
て
た
り
、
珠
算
大
会
、
計
算
競
争
、
漢
字
書
き
取
り
競
争
な

ど
、
何
か
他
人
と
競
争
さ
せ
る
よ
う
な
行
事
を
行
い
、
子
供
達
に
敵

へ
の
戦
闘
意
欲
と
、
勝
利
の
喜
び
を
味
合
わ
せ
、
そ
の
快
感
を
利
用

し
よ
う
と
し
た
。

　
儀
式
を
通
し
て
、
教
育
す
る
中
で
も
、
最
も
力
を
入
れ
た
の
が
、

「
御
真
影
に
対
す
る
神
格
的
扱
い
、
天
皇
・
皇
族
へ
の
尊
敬
観
念
、
神

社
参
拝
に
見
ら
れ
る
敬
神
出
示
祖
の
行
事
化
」
（
「
大
正
・
昭
和
の
天
皇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ

制
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
・
1
」
P
4
）
に
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
に
必
要
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2

さ
れ
た
要
素
は
、
「
天
皇
の
生
き
神
化
」
と
「
家
族
国
家
観
」
の
思
想

で
あ
っ
た
。

　
天
皇
の
神
格
化
は
国
民
を
統
制
す
る
た
め
に
行
わ
れ
た
。
天
皇
を

神
と
し
て
存
在
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
命
令
は
絶
対
で
あ
り
、

逆
ら
う
こ
と
な
ど
考
え
る
こ
と
す
ら
恐
れ
多
い
の
だ
と
思
わ
せ
る
た

め
で
あ
る
。
し
か
し
、
し
ょ
せ
ん
は
同
じ
人
間
で
あ
る
な
ら
ば
国
民

と
少
し
も
変
わ
ら
な
い
存
在
で
あ
る
こ
と
を
証
明
し
て
し
ま
う
可
能

性
を
持
っ
て
い
た
。
そ
こ
で
、
政
府
は
天
皇
は
姿
形
は
我
々
と
同
じ

で
あ
っ
て
も
、
そ
の
中
身
は
全
く
異
な
る
の
だ
と
言
う
事
を
信
じ
込

ま
せ
る
た
め
に
、
出
来
る
だ
け
国
民
と
の
接
点
を
無
く
し
、
そ
の
存

在
に
神
秘
性
を
持
た
せ
る
こ
と
と
し
た
。
し
か
し
全
く
接
点
が
な
い

の
で
は
天
皇
の
絶
対
的
な
存
在
を
脅
か
す
危
険
が
あ
っ
た
。
間
接
的

で
遠
回
し
な
接
触
を
頻
繁
に
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
神
秘
性
と

崇
拝
心
を
同
時
に
引
き
起
こ
す
こ
と
が
重
要
で
あ
っ
た
（
「
大
正
・
昭

和
の
天
皇
制
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
・
1
」
P
5
7
）
。
そ
こ
で
天
皇
が
国
民

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2

の
前
に
姿
を
現
す
と
き
は
、
遠
巻
き
に
そ
の
姿
を
見
せ
、
加
え
て
警

戒
を
厳
重
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
有
難
み
を
増
大
さ
せ
た
。
そ
の
よ
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う
な
事
を
頻
繁
に
繰
り
返
す
事
に
よ
っ
て
国
民
の
心
の
中
に
、
天
皇

は
国
民
と
同
じ
人
間
で
は
な
く
、
神
の
子
孫
な
の
だ
と
い
う
意
識
を

植
え
付
け
て
い
っ
た
。

　
一
方
、
家
族
国
家
観
で
は
、
天
皇
を
父
と
し
、
国
民
は
全
て
そ
の

子
供
で
あ
る
と
さ
れ
、
天
皇
と
臣
民
と
の
関
係
は
、
西
洋
の
主
従
関

係
の
よ
う
に
契
約
で
結
ば
れ
て
い
る
の
で
は
な
く
、
日
本
に
古
く
か

ら
伝
わ
る
儒
教
の
思
想
か
ら
く
る
父
母
へ
の
情
、
孝
行
の
心
を
、
天

皇
を
家
族
と
見
な
す
こ
と
に
よ
っ
て
天
皇
へ
向
け
さ
せ
、
血
縁
と
い

う
最
も
強
固
な
繋
が
り
で
国
民
と
天
皇
を
結
び
付
け
る
天
皇
と
の
関

係
を
示
し
た
。

5

国
民
学
校
の
結
果

　
戦
時
下
に
お
い
て
は
い
ろ
い
ろ
な
手
段
が
政
府
等
権
力
側
に
制
圧

さ
れ
て
い
た
と
は
い
え
、
や
は
り
政
府
が
最
も
強
い
影
響
力
を
持
っ

て
い
た
の
は
国
民
学
校
で
あ
っ
た
。
思
想
を
統
一
す
る
に
は
な
る
べ

く
大
き
な
組
織
を
通
し
て
行
う
こ
と
が
、
最
適
の
手
段
で
あ
り
、
国

民
学
校
す
な
わ
ち
小
学
校
は
、
国
中
隅
々
ま
で
組
織
の
末
端
が
行
き

渡
っ
て
い
る
と
い
う
点
で
は
こ
れ
に
勝
る
も
の
は
な
く
、
そ
の
上
教

育
を
扱
う
と
い
っ
た
大
義
名
分
も
課
せ
ら
れ
て
い
る
の
だ
か
ら
、
大

き
な
役
割
を
担
っ
た
こ
と
は
否
め
な
い
で
あ
ろ
う
。
国
家
は
あ
ら
ゆ

る
手
段
を
使
っ
て
子
供
を
利
用
で
き
る
人
間
へ
と
育
成
し
よ
う
と
し

た
。
未
来
の
国
民
と
し
て
、
「
小
国
民
」
と
名
付
け
ら
れ
、
見
る
も
の

聞
く
も
の
全
て
統
制
さ
れ
、
天
皇
へ
の
崇
拝
心
と
国
家
の
た
め
に
死

ぬ
事
を
教
え
込
ま
れ
た
子
供
達
は
、
大
人
た
ち
を
も
し
の
ぐ
ほ
ど
の

“
国
民
”
に
な
っ
て
い
っ
た
。

　
そ
れ
で
は
、
な
ぜ
こ
こ
ま
で
徹
底
的
に
訓
練
を
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
国
民
学
校
時
代
に
入
る
前
の
時
代
か
ら
、
日
本
は
あ
ら
ゆ
る
矛
盾

を
抱
え
て
い
た
。
明
治
維
新
で
活
躍
し
た
知
恵
者
た
ち
が
、
考
え
に

考
え
抜
い
て
唯
一
の
勝
利
の
方
程
式
を
見
い
だ
し
実
行
し
て
、
ど
う

に
か
勝
利
を
収
め
た
日
清
・
日
露
戦
争
と
は
異
な
り
、
満
州
事
変
を

皮
切
り
と
し
て
広
が
っ
て
し
ま
っ
た
太
平
洋
戦
争
で
は
、
す
で
に
明

治
改
革
を
行
っ
た
知
恵
者
は
老
い
て
居
な
く
な
り
、
残
さ
れ
た
者
は
、

こ
れ
ま
で
の
緻
密
な
計
算
の
上
に
成
り
立
っ
て
い
た
勝
利
か
ら
、
日

本
は
不
敗
で
あ
る
と
い
っ
た
誤
っ
た
結
論
を
導
き
出
し
、
論
理
的
に

説
明
の
出
来
無
い
こ
と
を
精
神
力
で
乗
り
越
え
よ
う
と
す
る
愚
か
な

精
神
論
者
だ
け
で
あ
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
者
た
ち
が
引
き
起
こ
し
た

明
ら
か
に
勝
ち
目
の
な
い
戦
争
に
、
国
民
が
従
う
わ
け
も
な
い
。
そ

こ
で
政
府
は
力
で
の
弾
圧
を
実
行
し
た
。
し
か
し
力
で
の
弾
圧
は
、

何
時
か
国
民
の
不
満
が
爆
発
し
て
、
総
力
を
挙
げ
て
反
抗
さ
れ
て
し

ま
っ
た
時
は
、
幾
ら
政
府
と
い
っ
て
も
数
で
か
な
う
わ
け
も
な
く
、
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手
を
打
つ
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。

　
そ
こ
で
彼
等
は
一
つ
の
策
を
練
る
。
そ
れ
は
、
確
実
に
国
民
の
不

満
の
芽
を
摘
み
取
る
た
め
に
、
日
本
を
一
つ
の
統
一
さ
れ
た
思
想
で

取
り
込
ん
で
し
ま
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
日
本
に
は
西
洋
の
フ
ァ
シ
ズ

ム
に
お
け
る
よ
う
な
強
力
な
指
導
者
は
居
な
い
た
め
、
政
府
は
天
皇

の
存
在
を
利
用
し
た
。
天
皇
に
は
明
治
時
代
か
ら
明
治
維
新
の
急
激

な
変
化
に
国
民
を
統
一
さ
せ
る
た
め
に
、
西
洋
に
お
け
る
キ
リ
ス
ト

の
役
割
を
担
わ
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
か
ら
、
必
要
な
要
素
は
十
分

に
満
た
さ
れ
て
い
た
。
政
府
は
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
手
段
を
使
っ
て
、

国
民
に
天
皇
の
神
格
化
、
そ
こ
に
根
拠
を
お
く
戦
争
の
正
当
化
を
国

民
に
植
え
込
も
う
と
し
た
。

　
し
か
し
、
人
間
を
神
に
見
立
て
る
こ
と
も
、
明
ら
か
に
勝
ち
目
の

な
い
戦
い
に
全
力
を
出
し
て
戦
え
と
命
ず
る
こ
と
も
、
理
論
的
に
説

明
で
き
る
も
の
で
は
な
く
反
論
は
必
然
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
う
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
以
上
、
後
は
知
識
と
し
て
頭
に
”
教
え
る
”
の

で
は
な
く
、
体
と
心
に
対
し
て
、
条
件
反
射
の
よ
う
に
”
感
じ
さ
せ

る
”
し
か
な
か
っ
た
。
政
府
は
思
考
し
て
行
動
す
る
よ
り
も
、
精
神

で
行
動
す
る
人
間
を
作
る
こ
と
が
必
要
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
　
し

か
し
、
こ
こ
に
も
ま
た
一
つ
の
矛
盾
が
生
ま
れ
た
。
そ
れ
ま
で
の
知

識
偏
重
主
義
の
合
理
性
を
否
定
し
、
論
理
で
は
な
く
感
情
を
重
視
さ

せ
る
人
間
を
生
産
す
る
こ
と
は
、
確
実
に
日
本
の
破
滅
を
意
味
し
た

か
ら
で
あ
る
。
近
代
の
戦
争
に
お
い
て
は
、
も
は
や
日
本
の
伝
統
芸

、
武
士
道
”
の
精
神
が
役
に
立
た
な
い
こ
と
は
、
よ
ほ
ど
時
代
錯
誤
な

軍
人
で
も
無
い
限
り
判
っ
て
い
る
こ
と
だ
っ
た
。
も
っ
と
戦
局
が
壊

滅
的
な
状
況
に
追
い
詰
め
ら
れ
た
時
期
に
な
る
と
、
ひ
た
す
ら
精
神

力
で
突
っ
走
る
こ
と
を
要
求
さ
れ
る
わ
け
で
あ
る
が
、
初
期
の
頃
は

冷
静
に
状
況
を
把
握
し
、
対
策
を
練
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
た
の
だ
。

科
学
的
思
考
力
を
向
上
さ
せ
な
け
れ
ば
日
本
に
未
来
は
な
い
。
し
か

し
、
科
学
的
思
考
力
の
向
上
は
合
理
主
義
の
思
想
を
国
民
に
も
た
ら

し
て
し
ま
う
。
天
皇
の
神
格
化
と
い
う
こ
れ
以
上
無
い
非
合
理
が
、

日
本
の
社
会
構
造
の
全
て
に
影
響
し
て
い
る
以
上
、
合
理
主
義
の
拡

大
は
、
こ
れ
も
ま
た
日
本
の
壊
滅
を
意
味
す
る
。
ど
ち
ら
に
転
ん
で

も
日
本
の
危
機
を
免
れ
る
こ
と
は
出
来
無
い
。
そ
ん
な
ジ
レ
ン
マ
の

中
で
出
さ
れ
た
苦
肉
の
策
は
「
限
定
さ
れ
た
」
合
理
主
義
で
あ
っ
た
。

　
そ
れ
は
、
天
皇
を
神
と
見
な
す
非
合
理
を
維
持
す
る
た
め
に
、
合

理
的
に
生
き
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
実
生
活
な
ど
身
近
な
世
界
に
お
い

て
は
、
科
学
的
思
考
の
合
理
性
を
認
め
推
進
し
な
が
ら
、
且
つ
、
そ

れ
は
限
ら
れ
た
範
囲
の
合
理
性
で
あ
っ
て
天
皇
は
神
で
あ
る
か
ら

我
々
の
理
論
は
通
用
し
な
い
存
在
な
の
だ
と
、
二
つ
の
間
に
一
本
の

線
を
引
い
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
科
学
の
力
に
も
限
界
が
あ
り
、

そ
れ
を
越
え
た
と
こ
ろ
に
も
天
皇
は
存
在
す
る
の
だ
と
、
非
論
理
的

な
話
を
無
理
や
り
理
論
的
に
固
め
、
さ
ら
に
非
理
論
に
根
拠
を
与
え
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る
と
い
っ
た
、
構
造
上
の
矛
盾
を
犯
し
て
、
そ
れ
以
上
の
こ
と
は
不

問
に
付
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。

　
そ
し
て
、
理
論
の
矛
盾
と
、
構
造
の
矛
盾
と
い
っ
た
、
二
つ
の
矛

盾
に
疑
問
を
挟
む
余
地
を
与
え
な
い
よ
う
に
考
案
さ
れ
た
の
が
、
国

民
学
校
以
下
「
錬
磨
育
成
」
の
教
育
で
あ
っ
た
。
矛
盾
は
、
感
情
が

解
決
す
る
し
か
な
か
っ
た
。
矛
盾
を
矛
盾
と
し
て
見
え
な
く
な
る
く

ら
い
、
当
た
り
前
の
こ
と
と
し
て
受
け
入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
、
国
民
の
周
囲
に
あ
ら
ゆ
る
メ
デ
ィ
ア
を
操
作
し
、
そ
の
人
に
と

っ
て
の
世
界
を
一
つ
に
す
る
こ
と
で
、
不
満
そ
の
も
の
の
存
在
を
消

そ
う
と
し
た
の
で
あ
っ
た
。
神
と
い
う
裏
付
け
を
従
え
た
天
皇
の
存

在
、
歴
史
と
い
う
裏
付
け
を
得
た
日
本
人
と
し
て
の
誇
り
、
こ
れ
ら

を
使
っ
て
国
家
の
望
ま
し
い
国
民
に
”
洗
脳
”
す
る
こ
と
が
、
国
民

学
校
以
下
「
錬
磨
育
成
」
の
教
育
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
　
戦
時
下
の

日
本
人
は
厳
し
い
環
境
に
お
か
れ
、
苦
し
い
生
活
を
送
っ
た
。
し
か

し
、
そ
れ
は
結
果
論
で
あ
り
、
戦
時
下
の
国
家
機
構
が
指
導
し
た
当

時
は
、
皆
そ
れ
に
期
待
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
日
本
で
は
、
国
民
が

反
逆
し
て
日
本
の
支
配
機
構
を
変
え
さ
せ
た
こ
と
は
無
い
。
何
時
も

上
か
ら
与
え
ら
れ
た
状
況
に
順
応
し
て
き
た
。
日
本
国
民
は
積
極
的

に
自
分
の
手
で
改
革
を
起
こ
し
た
こ
と
が
無
い
の
で
あ
る
。
こ
の
よ

う
な
人
間
に
と
っ
て
、
民
主
主
義
の
も
た
ら
す
自
由
は
扱
い
の
難
し

い
怪
物
で
あ
っ
た
。
生
活
す
る
上
で
の
あ
ら
ゆ
る
煩
わ
し
い
問
題
を

誰
か
に
責
任
転
嫁
す
る
こ
と
が
出
来
る
こ
と
は
、
我
々
日
本
人
の
よ

う
に
責
任
を
取
る
こ
と
を
極
力
避
け
た
が
る
国
民
に
と
っ
て
は
こ
の

上
も
な
く
望
ま
し
い
状
況
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
。
何
も
考
え
る
こ
と
な

く
ひ
た
す
ら
天
皇
の
た
め
、
国
家
の
た
め
と
し
て
生
き
て
い
く
こ
と

は
、
苦
痛
と
共
に
「
忠
義
」
「
孝
行
」
な
ど
現
代
で
も
日
本
で
は
美
徳

と
さ
れ
る
キ
ー
ワ
ー
ド
を
満
た
す
甘
い
誘
惑
も
含
ん
で
い
た
の
だ
。

戦
時
下
の
閉
鎖
さ
れ
た
状
況
の
、
狂
気
の
世
界
の
責
任
は
少
な
か
ら

ぬ
割
合
で
我
々
日
本
人
の
国
民
性
に
帰
す
る
こ
と
が
出
来
る
。
　
し

か
し
、
教
育
は
国
家
が
最
も
統
制
し
や
す
い
も
の
と
し
て
、
や
は
り

注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
現
在
使
用
さ
れ
て
い
る
教
科
書
は
、

す
で
に
政
府
に
よ
っ
て
検
定
さ
れ
て
お
り
、
子
供
達
の
知
識
の
基
と

な
る
児
童
書
も
そ
の
支
配
下
に
置
か
れ
て
い
る
。
こ
の
状
態
は
戦
時

下
の
状
態
と
変
わ
ら
な
い
。
我
々
は
、
自
分
自
身
で
考
え
、
行
動
を

起
こ
せ
る
よ
う
に
な
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
我
々
が
そ
の
様
に
変

わ
ら
な
い
限
り
、
再
び
同
じ
よ
う
な
過
ち
を
繰
り
返
し
て
し
ま
う
恐

れ
を
消
し
去
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
あ
る
。
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